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こ
れ
か
ら
の
担
ぎ
手

︱
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〜
未
来
へ

大
き
く
は
ば
た
け
〜

〜
未
来
へ

大
き
く
は
ば
た
け
〜

関
川
村
長

平

田

大

六

成
人
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

大
人
の
仲
間
入
り
を
さ
れ
た
こ
と
を
、

心
か
ら
お
祝
い
し
歓
迎
い
た
し
ま
す
。

皆
さ
ん
に
と
っ
て
﹁
成
人
﹂
は
新
し

い
環
境
で
す
。
一
口
に
云
え
ば
、
人
と

し
て
の
権
利
、
義
務
、
責
任
な
ど
に
、

自
身
で
対
処
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

今
、
こ
の
国
の
社
会
の
変
化
は
、
加

速
的
で
す
。
国
の
総
人
口
も
減
り
は
じ

め
ま
し
た
。
そ
の
減
少
の
特
徴
は
、
若

い
人
に
比
較
し
て
高
齢
者
の
割
合
が
大

き
く
な
っ
て
い
る
こ
と
で
す
。
﹁
少
子

高
齢
社
会
﹂
と
云
わ
れ
て
い
ま
す
。
社

会
保
障
と
い
う
切
り
口
で
は
、
以
前
に

比
べ
て
、
若
い
人
々
の
負
担
が
多
く

な
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
国
も
、
地

方
も
、
こ
の
よ
う
な
﹁
ツ
ケ
﹂
を
次

の
世
代
に
残
し
て
は
な
ら
な
い
、
と

努
力
を
重
ね
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

関
川
村
が
自
立
の
道
を
歩
み
は
じ

め
た
の
は
、
2
0
0
3
年
の
春
か
ら

で
す
。
以
来
10
年
、
村
民
の
皆
さ
ん

の
ご
理
解
と
ご
協
力
で
、
今
日
ま
で

つ
づ
け
て
ま
い
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
、

こ
れ
を
す
す
め
て
ゆ
く
た
め
に
皆
さ

ん
の
若
い
力
に
期
待
し
ま
す
。
本
年

10
月
６
日
、﹁
T
h
e 

M
A
T
S
U

R
I
サ
ミ
ッ
ト
﹂
を
関
川
村
で
開
催

予
定
に
し
て
い
ま
す
。
ま
ず
、
こ
の
大

イ
ベ
ン
ト
に
飛
び
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

そ
し
て
皆
さ
ん
自
身
の
﹁
若
さ
﹂
を
体

験
し
て
く
だ
さ
い
。

こ
れ
か
ら
は
じ
ま
る
関
川
村
は
、
あ

な
た
方
の
も
の
で
す
。
や
が
て
、
皆
さ

ん
が
、
こ
の
関
川
村
を
丸
ご
と
担
い
で

ゆ
く
時
代
が
す
ぐ
や
っ
て
き
ま
す
。
私

た
ち
大
人
も
、
皆
さ
ん
が
担
ぎ
や
す
い

関
川
村
に
す
る
た
め
に
、
努
力
を
続
け

ま
す
。

大
人
の
世
界
に
一
歩
踏
み
込
ま
れ
た

こ
と
に
、
大
き
な
期
待
を
い
た
し
ま
す
。

︱

こ
れ
か
ら
の
担
ぎ
手

︱

今
年
の
成
人
式
は
、
８
月
15
日
、
村
民
会
館
大
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

該
当
者
は
1
9
9
2
年
度
生
ま
れ
︵
平
成
４
年
度
︶
の
85
人
。
内
訳
は
男
性
が

45
人
、
女
性
が
40
人
で
す
。

＊
個
人
情
報
保
護
の
観
点
か
ら
、
成
人
者
名
簿
は
掲
載
し
ま
せ
ん
の
で
、
ご
了

承
く
だ
さ
い
。

祝

新
成
人

新
成
人



二
十
歳
の
誓
い
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最
高
の
成
人
式
に
し
ま
す
！

二
十
歳
の
誓
い

二
十
歳
の
誓
い

こ
の
た
び
、
私
た
ち
は
晴
れ
て
成
人
の

門
出
を
迎
え
ま
す
。
今
ま
で
に
は
感
じ
な

か
っ
た
責
任
感
な
ど
も
少
し
ず
つ
で
す
が

感
じ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

今
、
こ
れ
ま
で
過
ご
し
て
き
た
二
十
年

間
を
思
い
返
し
て
み
る
と
、
家
族
、
友
人
、

そ
し
て
こ
れ
ま
で
関
わ
っ
て
く
だ
さ
っ
た

多
く
の
皆
さ
ま
に
お
世
話
に
な
っ
て
ば
か

り
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
こ
れ
か

ら
も
お
世
話
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

成
人
に
な
っ
た
今
、
時
間
は
か
か
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
少
し
ず
つ
で
も

恩
返
し
を
し
て
い
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

ま
だ
ま
だ
未
熟
者
で
は
あ
り
ま
す
が
、

こ
れ
ま
で
支
え
て
く
だ
さ
っ
た
方
々
へ

の
感
謝
の
気
持
ち
を
大
切
に
、
ひ
と
り

の
社
会
人
と
し
て
社
会
に
貢
献
で
き
る

よ
う
努
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

時
が
経
つ
の
は
早
い
も
の
で
成
人
を
迎

え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

大
学
３
年
生
の
今
、
私
は
東
京
で
一
人

暮
ら
し
を
し
て
い
ま
す
。
こ
の
20
年
間
を

振
り
返
る
と
本
当
に
た
く
さ
ん
の
方
々
に

支
え
ら
れ
て
生
き
て
き
た
な
ぁ
と
感
じ
て

い
ま
す
。
実
家
を
離
れ
一
人
暮
ら
し
を
始

め
て
か
ら
、
親
や
友
人
、
周
り
の
方
々
の

有
り
難
み
を
身
に
染
み
て
痛
感
し
、
感
謝

の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。 

ま
た
、
こ
れ
ま
で
に
た
く
さ
ん
の
人
に

巡
り
合
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
様
々

な
年
代
の
方
々
と
の
交
流
を
持
つ
こ
と

が
で
き
た
お
陰
で
、
こ
れ
か
ら
の
人
生

の
糧
と
な
る
よ
う
な
経
験
や
豊
富
な
知

識
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

こ
れ
か
ら
は
今
ま
で
の
経
験
を
活
か

し
な
が
ら
、
一
層
、
人
と
の
繋
が
り
を

大
切
に
し
て
い
き
た
い
で
す
。
一
人
の

大
人
と
し
て
責
任
感
の
あ
る
行
動
と
社

会
に
恥
じ
な
い
生
活
を
送
っ
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

二
十
歳
の
誓
い

高

井

達

弥
さ
ん
︵
下
関
︶

五
十
嵐
あ
さ
ひ
さ
ん
︵
上
関
︶

︻
実
行
委
員
︼

遠
藤
莉
奈
さ
ん

新
野
満
理
奈

さ
ん

高
井
達
弥
さ
ん

黒
木
綾
佳
さ
ん

堀

克
久
さ
ん

渡
辺
周
平
さ
ん

７
月
10
日
、
村
民
会
館
で
成
人
式
実

行
委
員
会
が
行
わ
れ
、
式
典
ス
ケ
ジ
ュ

ー
ル
や
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
な
ど
に
つ
い

て
話
し
合
い
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

実
行
委
員
長
を
務
め
る
黒
木
綾
佳
さ

ん
︵
山
本
・
写
真
下
段
中
央
︶
は
﹁
思

い
出
に
残
る
、
楽
し
い
成
人
式
に
し
た

い
。
み
ん
な
と
再
会
で
き
る
の
が
今
か

ら
楽
し
み
で
す
﹂
と
式
当
日
を
心
待
ち

に
し
て
い
ま
し
た
。

最
高
の
成
人
式
に
し
ま
す
！



大蛇担ぎ手を
募集しています！
大蛇担ぎ手を
募集しています！
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第
26
回
え
ち
ご
せ
き
か
わ

大
し
た
も
ん
蛇
ま
つ
り

８

る

せ

し

ん

り

今
年

８

日︵

か
ら
5
日

日

で

催

れ

大

り
大

し
て
大

パ
レ

界

大

び

9：30 垂水の里スタート

9：55 高瀬温泉街着（15分休憩）

10：25 高瀬温泉入口着（10分休憩）

10：55 上関本村着（10分休憩）

11：25 役場前着（15分休憩）

11：50 下関営業所バス停着（10分休憩）

12：15 役場前着

《担ぎ手専用バス》

行き 村民会館・女川地区ふるさと会館

8時30分発

帰り 村民会館（女川地区ふるさと会館まで）

13時頃発

大蛇パレードスケジュール大蛇担ぎ手を
募集しています！

大蛇・小大蛇の担ぎ手を募集しています。

希望される方は、８月15日（木）までに各集

落の区長さんへお申し込みください。

大蛇中学生以上 小大蛇園児・小学生

※小大蛇担ぎ手のおみやげ引換券は、垂水

の里、高瀬温泉入口、上関で配布します。

【問い合わせ先】

まつり実行委員会

（総務課）

TEL 64−1476

（8月25日）



ご協力お願いします熱中症に注意！

5 広報せきかわ 2013・８月号

以前、大蛇パレード中に「熱中症」の症状

に見舞われた方がいました。今年も厳しい暑

さの中でのパレードが予想されます。

熱中症にならないためにも、まつりを楽し

むためにも、こまめに水分や塩分を補給する

など、熱中症対策をしっかりとりましょう。

熱中症に注意！ ご協力お願いします

大蛇パレードについて

◆パレードコース内の沿道への駐停車はご遠慮

ください。

◆パレード中は、係員の支持に従ってください。

花火の打ち上げについて

◆18時から花火終了まで、丸山大橋が立ち入り

禁止となります。

◆道路上・温泉橋・川口橋上での見物は禁止し

ます。（転落・交通事故防止のため）

◆当日は、花火打ち上げ場所付近一帯が立ち入

り禁止区域になりますので、係員の支持に従

ってください。

そのほかにも交通規制があります。

8月23日（金）
10時〜

8・28

羽越水害殉難者供養祭

《会場》湯沢観音公園

17時30分〜

安全祈願祭＆

ミニ大蛇パレード

《会場》蛇喰集落 おりのの碑

8月24日（土）
19時〜

花火大会

《会場》高瀬温泉 辺

20時〜

大盆踊り大会

《会場》高瀬ふるさと会館前

駐車場

8月25日（日）
9時30分〜

大蛇パレード

《スタート地点》垂水の里

10時〜＆

大蛇パレード終了後

龍泉太鼓披露・体験教室

《会場》役場前駐車場

10時30分〜＆

11時45分〜

よさこいソーラン

《会場》役場前駐車場

※大蛇パレード終了後、役場前

駐車場で福まきを行います



「ふるさと関川村」を
応援いただきありがとうございました

6広報せきかわ 2013・８月号

平成20年度から始まった「関川村ふるさと応援基金（ふるさと納税）」に、毎年大勢の皆さま

からご寄附をいただき、本当にありがとうございます。

平成24年度は過去最多となる44件、総額170万５千円のご寄附をいただき、累計で1,000万円

を超えました。ご寄附をいただいた皆さまの気持ちに感謝し、むらづくりに活用させていただき

ます。これからも関川村の魅力を高められるよう頑張っていきますので、今後とも関川村に対す

るご支援をよろしくお願いします。

「ふるさと関川村」を
応援いただきありがとうございました

◇
寄
附
の
方
法

郵
便
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
電
子
メ
ー
ル

・
電
話
の
い
ず
れ
か
で
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。
寄
附
金
の
納
入
は
皆

さ
ま
の
お
手
元
へ
書
類
が
届
い
て

か
ら
に
な
り
ま
す
。

◇
納
入
方
法
︵
次
の
い
ず
れ
か
︶

郵
便
振
替

村
指
定
金
融
機
関
へ
の
振
込
み

現
金
書
留

役
場
へ
直
接
持
参

◇
寄
附
金
を
納
入
し
た
後

皆
さ
ま
か
ら
の
入
金
確
認
後
、

領
収
書
を
発
行
し
ま
す
。

領
収
証
は
寄
附
金
控
除
の
対
象

と
な
り
ま
す
。

問い合わせ・申し込み先

〒959-3292

新潟県岩船郡関川村大字下関912

関川村役場総務課企画財政班

TEL：0254−64−1476 FAX：0254−64−0079

E-mail：somu@vill.sekikawa.niigata.jp

＊ふるさと納税制度は、村のホームページで

も詳しくご覧いただけます。

http://www.vill.sekikawa.niigata.jp/

活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た

皆
さ
ま
か
ら
い
た
だ
い
た
ご
寄
附

を
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
﹁
せ
き
か

わ
歴
史
と
み
ち
の
館
﹂
な
ど
で
使
う

プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
を
購
入
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の
施
設
で
は
、

歴
史
・
文
化
に
親
し
ん
で
も
ら
お
う

と
、
企
画
展
や
歴
史
講
座
な
ど
を
定

期
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
ほ
か
に
も
、
会
議
や
各
種
研

修
会
な
ど
で
、
活
用
さ
せ
て
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。

寄附金の活用メニュー

人口減少抑制政策事業

環境保全事業

教育振興事業

文化・スポーツ振興事業

都市との交流促進事業

福祉・医療事業

村長におまかせ

合計

H24件数

2

1

5

―
―
3

33

44

H24金額

70,000円

10,000円

135,000円

―
―
63,000円

1,427,000円

1,705,000円

累 計

170,000円

781,000円

675,000円

1,505,000円

305,000円

941,000円

5,808,000円

10,185,000円

H24取崩し額

―
―
―

260,000円

―
―
―

260,000円

＊寄附金の内訳

平成24年度ふるさと応援基金実績



関川村が
「どぶろく特区」に認定！
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気象庁はこれまで、大雨や津波、高潮などにより重大な災害の起こるおそれがある時に、警報を発

表して警戒を呼びかけてきました。

より甚だしい大雨や大きな津波等が予想され、重大な災害による危険性が高まっていることをお知

らせし、特別な警戒を呼びかけるために、新たに「特別警報」を発表します。特別警報の対象とする

現象は「東日本大震災」、我が国の観測史上最高の潮位を記録した「伊勢湾台風」の高潮、甚大な被

害をもたらした「平成23年７月 新潟・福島豪雨」などが該当します。

特別警報が発表された場合、お住まいの地域は数十年に一度しかないような非常に危険な状況にあ

ります。屋外の状況や、関川村から発表される避難指示・勧告等に留意し、ただちに命を守るための

行動をとってください。

また、大雨等の被害を防ぐには、時間を追って発表される注意報、警報やその他の気象情報を活用

して、早め早めの行動をとることがあなたや家族の命を守ります。

8月30日から『特別警報』の発表を開始します

【問い合わせ先】 気象庁新潟地方気象台防災業務課 TEL 025−281−5872

特別警報の詳細は、気象庁ホームページでご確認ください
http://www.jma.go.jp/jma/kishou/know/tokubetsu-keiho/index.html

このほど関川村が、国から「どぶろく特区」

に認定されました。どぶろく特区は、農家民

宿や農家レストランなどを営む農業者を対象

に、酒類製造免許の要件を緩和する制度。年

間の最低製造数量が法律で決まっていますが、

特区認定によって、少量のどぶろく（濁酒）

の製造も可能となります。

村内では、農家民宿を開業するとともに、

どぶろく製造・販売をする動きがあり、特産

品の開発や地域活性化に期待されています。

【問い合わせ先】

総務課企画財政班 TEL 64−1476

関川村が
「どぶろく特区」に認定！

地域の活性化に期待！

７月１日付けで村上駅前交番から参りました中村

と申します。

このたびの異動は突然であり、初めて足を踏み入

れる土地での勤務に不安を覚えましたが、これもひ

とつの縁なのだと思います。関川村が私の第二の故

郷となりますよう精いっぱい職務を遂行してまいり

ます。

今年、関川村では「The MATSURI サミット」

など行事が多く、楽しみのひとつです。微力ながら

お手伝いできれば幸いです。よろしくお願いします。

よろしくお願いします

下
関
交
番

中
村
康
伸 

巡
査
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Vol .４ 保険料を忘れずに納めましょう

後期高齢者医療制度に関する問い合わせ先 住民福祉課福祉保険班 ℡ ６４−１４７１

後期高齢者医療制度は、加入者一人ひとりから保

険料を納めていただき、ケガや病気になった方を高

齢者の方を含めた社会全体で支えている制度です。

皆さんから納めていただく保険料は、皆さんがケ

ガや病気をしたときの医療費などを支払うための大

切な財源となります。

これからも健全な医療保険制度を維持していくた

めに、保険料は期限内に納めましょう。

どうしても保険料の納付が困難な場合には…

役場住民福祉課では、納付相談をいつでも受け付けています。

現在の状況をお聞きし、それぞれの事情に合った納付計画を一緒に考えていきますので、納付が困

難な場合にはお早めにご相談ください。

火災などの災害や所得の著しい減少など、特別な事情により保険料の納付が困難なときは、申請に

より保険料の徴収の猶予や減免を受けられる場合がありますので、お早めに役場住民福祉課にご相談

ください。

保険料の納付に口座振替をご利用ください

【保険料を納付書で納めている方（普通徴収）】

納付書で納めている方は、口座振替にすると保険料の納

め忘れの心配や、納期のたびに金融機関に行く必要がなく

なり大変便利です。

口座振替への手続きは、役場住民福祉課もしくは金融機

関窓口にお申し込みください。

【保険料を年金から納めている方（特別徴収）】

年金から納めている方でも、手続きにより年金からの納付が中止され、口座振替による納付に変更

することができます。

口座振替への手続きは、役場住民福祉課にお申し出ください。

※ご家族の口座からの納付に変更した場合、社会保険料控除は、実際にご負担した方に適用されます。

これにより、世帯全体の所得税や住民税の税額に影響が生じる場合がありますので、十分ご留意く

ださい。

【口座振替への

手続きに必要なもの】

●振替口座の預金通帳

●通帳のお届け印

●保険証
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下越中学校体育大会下越中学校体育大会

《陸上大会》
−男子−

砲丸投

★⑦近 陽貴（３年・大島） 記録９m10

円盤投

②近 陽貴（３年・大島） 記録33m85

−女子−

走高跳

★③橋詠理（１年・下関） 記録１m38

★⑧渡辺海咲（１年・下関） 記録１m30

砲丸投

★④河内佳奈（３年・沢） 記録８m74

円盤投

④河内佳奈（３年・沢） 記録19m16

《各種大会》

野球 ２回戦惜敗

バレーボール 1回戦惜敗

ソフトテニス

団体戦 ２回戦惜敗

個人戦 近日菜子（３年・大島）

橋理彩（３年・大石）組

２回戦惜敗

剣道

男子団体戦 決勝トーナメント惜敗

男子個人戦 河内智也（３年・沢）

１回戦惜敗

五十嵐大夢（２年・上川口）

斎藤 龍（３年・下関）

２回戦惜敗

柔道

男子団体戦 ★②

女子団体戦 ★③

男子個人戦

66㎏級 ⑦山口佳郎（３年・辰田新）

73㎏級★③伊藤優哉（２年・下関）

81㎏級★①橋 孟（３年・下関）

女子個人戦

52㎏級★②橋 郁（１年・下関）

63㎏級★①小池陽菜（３年・下関）

新体操

⑦松田 望（３年・下関）

下越中学校体育大会
全力を尽くし頑張りました！

６月27日・28日に胎内市総合グラウンド陸上競技場で行われた下越地区中学校陸上競技大会及び７月

３日・４日（※野球は７日）に下越地区の各会場で行われた各種大会の結果についてお知らせします。

＊★は県大会へ出場、○数字は順位【敬称略】

平成25年９月１日から
「第３子以上いる世帯の子ども医療費助成を拡充します」

通院・入院ともに18歳到達年度末まで
子ども医療費助成の対象期間は、これまで通院、入院とも「すべてのお子さんに対して15歳到達

の３月末日まで」でしたが、平成25年９月１日から「第３子以上いる世帯のお子さんについては、

18歳到達の３月末日まで」に受給期間を拡大します。

■対象となるお子さん
対象となる世帯のお子さんについては、８月下

旬に新しい受給者証を送付します。

なお、現在お持ちの受給者証は９月１日以降使

用できませんので、個人情報に留意し破棄してく

ださるようお願いします。

■その他
お送りした受給者証の保険者番号等の記載事項

に間違いがあった場合は、受給者証とお子さんの

健康保険証をお持ちになり、役場までお越しくだ

さい。
■問い合わせ先
住民福祉課福祉保険班 TEL 6 4－ 1 4 7 1

対 象 者

第１子・２子までの

世帯の子ども全員

第３子以上いる

世帯の子ども全員

平成25年９月１日以降

15歳到達の３月末日

18歳到達の３月末日



みんなが笑顔になるように

いじめ根絶をめざし

関川小で「夏いじめゼロ集会」

「きれいなあらかわ」
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７
月
１
日
、
関
川
小
学
校
で
い

じ
め
根
絶
の
意
識
高
揚
を
目
的
と

し
た
﹁
夏
い
じ
め
ゼ
ロ
集
会
﹂
が

行
わ
れ
、
全
校
児
童
が
参
加
し
ま

し
た
。
こ
れ
は
﹁
い
じ
め
見
逃
し

ゼ
ロ
県
民
運
動
﹂
に
合
わ
せ
て
行

わ
れ
た
も
の
。

集
会
で
は
、
ク
ラ
ス
ご
と
に

﹁
声
を
掛
け
合
う
﹂
﹁
元
気
な
あ

い
さ
つ
を
し
よ
う
﹂
﹁
み
ん
な
で

つ
な
ぐ
、
や
さ
し
い
心
を
も
つ
﹂

な
ど
い
じ
め
を
な
く
す
た
め
の
発

表
が
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
運
営

委
員
が
主
体
と
な
っ
た
劇
で
は
、

仲
間
は
ず
れ
や
無
視
を
さ
れ
た
ら

ど
う
思
う
か
な
ど
、
全
校
児
童
に

問
い
か
け
な
が
ら
進
め
ら
れ
、
児

童
か
ら
﹁
自
分
が
そ
う
い
う
こ
と

を
さ
れ
た
ら
嫌
だ
﹂
﹁
無
視
は
、

さ
れ
た
人
が
か
わ
い
そ
う
﹂
な
ど

の
感
想
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

運
営
委
員
長
の
野
沢
輝
星
く
ん

︵
６
年
・
勝
蔵
︶
は
﹁
運
営
委
員

と
し
て
、
み
ん
な
と
協
力
し
な
が

ら
準
備
を
す
す
め
て
き
ま
し
た
。

い
じ
め
は
よ
く
な
い
と
い
う
こ
と

を
伝
え
ら
れ
た
と
思
い
ま
す
。
こ

の
集
会
を
通
し
て
、
い
じ
め
を
な

く
し
て
ほ
し
い
﹂
と
話
し
て
い
ま

し
た
。

みんなが笑顔になるように

いじめ根絶をめざし

関川小で「夏いじめゼロ集会」

６月27日、村内保育園の年長児29人が国道113号

沿いの荒川土手（辰田新地内）で河川愛護を呼び掛

ける花植えを体験しました。

これは、羽越河川国道事務所の主催で、7月の河

川愛護月間に合わせて行われたもの。この日準備さ

れたのは真っ赤な1200株のベゴニアで、園児たち

は説明を受けながら、一株ずつ丁寧に植えました。

桂澤茉央ちゃん（田麦千刈）は「お花がきれいで、

すごく楽しかったです。また花植えをやってみたい

です」と話していました。

「きれいなあらかわ」
園児が河川愛護の花植え

▲秋ごろまで楽しめる花文字

公益社団法人にいがた緑の百年物語緑化推

進委員会が行った緑の募金に、一般家庭のほ

か小・中学校や緑の少年団などから、あわせ

て1,511件、19万6,453円が寄せられました。

寄せられた募金は、公共施設の緑化や学校

林、緑の少年団育成、植樹祭や普及活動など、

森を守り、育てる活動に使われる予定です。

また募金の一部は、東日本大震災で被災し

た地域の復旧・復興の費用として役立てられ

ます。

▲関川中学校からは、松田望さん（３年・下関、
写真中央）と佐藤奏さん（３年・高瀬、写真
右）が届けてくれました。

緑の募金に
19万円が寄せられました

ご協力ありがとう
ございました

ひ
か
る



関川村初の力士誕生！関川村初の力士誕生！

担ぎ デビュ を控え
大したもん蛇まつりを学ぶ
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７
月
９
日
、
関
川
中
学
校
で
１

年
生
を
対
象
に
し
た
大
し
た
も
ん

蛇
ま
つ
り
の
学
習
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
こ
れ
は
、
ま
つ
り
本
番

を
控
え
、
ま
つ
り
誕
生
の
経
緯
や

テ
ー
マ
な
ど
に
つ
い
て
学
ん
で
も

ら
お
う
と
行
わ
れ
た
も
の
で
、
昨

年
に
引
き
続
き
２
回
目
の
開
催
。

講
師
は
、
第
１
回
大
し
た
も
ん

蛇
ま
つ
り
当
時
の
責
任
者
を
務
め

た
佐
藤
忠
良
副
村
長
が
務
め
ま
し

た
。
学
習
会
で
は
﹁
こ
の
ま
つ
り

は
、
村
民
が
知
恵
を
出
し
合
い
、

勉
強
会
を
重
ね
、
誕
生
し
た
も
の
。

大
蛇
の
胴
体
は
54
集
落
で
作
ら

れ
て
い
て
、
村
の
力
が
結
集
さ
れ

て
い
る
﹂
な
ど
の
説
明
を
受
け
ま

し
た
。
ま
た
、
実
技
演
習
で
は
担

当
者
か
ら
﹁
台
と
台
の
間
に
手
や

顔
を
挟
ん
で
ケ
ガ
を
す
る
人
も
い

る
の
で
気
を
付
け
て
ほ
し
い
﹂
な

ど
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
ま
し
た
。

伊
藤
あ
す
か
さ
ん
︵
南
中
︶
は

﹁
今
日
の
話
を
聞
い
て
、
ま
つ
り

を
成
功
さ
せ
る
に
は
た
く
さ
ん
の

人
が
必
要
だ
と
感
じ
ま
し
た
。
今

回
習
っ
た
こ
と
を
ま
つ
り
に
活
か

し
た
い
﹂
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

担ぎ手デビューを控え
大したもん蛇まつりを学ぶ

〜関川中で学習会〜

夢
を
追
い
求
め
﹁
角
界
﹂
と
い

う
厳
し
い
世
界
へ
飛
び
込
ん
だ
小

池
一
毅
さ
ん
︵
17
歳
・
下
関
︶
｜
。

こ
の
た
び
、
学
生
相
撲
の
強
豪
校
、

海
洋
高
校
︵
糸
魚
川
市
︶
を
中
退

し
、
元
関
脇
の
寺
尾
関
が
師
匠
を

務
め
る
錣
山
部
屋
へ
の
入
門
が
決

ま
り
ま
し
た
。

相
撲
と
の
出
会
い
は
３
歳
の
頃
。

当
時
、
新
潟
市
の
相
撲
教
室
で
指

導
者
を
し
て
い
た
父
親
の
毅
さ
ん

に
付
い
て
い
っ
て
は
真
似
事
を
し

て
遊
ぶ
な
ど
、
幼
い
な
が
ら
に
相

撲
が
身
近
な
存
在
で
し
た
。

小
学
１
年
生
か
ら
は
、
相
撲
と

柔
道
を
掛
け
持
ち
。
そ
の
恵
ま
れ

た
体
格
を
活
か
し
、
柔
道
で
も
相

撲
で
も
素
晴
ら
し
い
成
績
を
残
し

て
き
ま
し
た
。
特
に
相
撲
で
は
、

小
学
４
年
生
の
と
き
初
め
て
出
場

し
た
わ
ん
ぱ
く
相
撲
全
国
大
会
で

い
き
な
り
の
準
優
勝
。
小
学
６
年

生
の
と
き
は
大
病
し
、
土
俵
に
上

が
れ
る
状
態
で
は
な
か
っ
た
も
の

の
、
会
場
ま
で
松
葉
杖
で
移
動
し
、

気
持
ち
の
入
っ
た
取
り
組
み
で
、

見
事
３
位
に
入
賞
す
る
な
ど
、
子

ど
も
の
頃
か
ら
全
国
の
舞
台
で
活

躍
し
て
き
ま
し
た
。

中
学
２
年
生
の
夏
休
み
、
14
歳

の
一
毅
さ
ん
は
こ
れ
ま
で
相
撲
と

掛
け
持
ち
し
て
き
た
柔
道
を
や
め
、

相
撲
の
道
へ
進
む
こ
と
を
決
意
。

親
元
を
離
れ
、
糸
魚
川
市
に
あ
る

相
撲
の
強
豪
校
、
能
生
中
学
校
へ

転
校
し
ま
し
た
。
ケ
ガ
や
病
気
に

苦
し
み
な
が
ら
も
、
３
年
生
の
時
、

全
国
中
学
校
体
育
大
会
で
３
位
に

入
賞
。
海
洋
高
校
在
学
中
も
イ
ン

タ
ー
ハ
イ
に
出
場
す
る
な
ど
全
国

か
ら
注
目
さ
れ
る
選
手
と
な
り
ま

し
た
。

こ
れ
か
ら
プ
ロ
の
力
士
と
し
て

厳
し
い
世
界
へ
進
む
一
毅
さ
ん
へ

父
親
の
毅
さ
ん
は
﹁
ゆ
か
た
姿
を

見
て
プ
ロ
に
入
っ
た
ん
だ
な
と
複

雑
な
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。
勝

ち
負
け
の
世
界
で
す
が
、
３
年
、

５
年
と
修
行
す
る
気
持
ち
で
が
ん

ば
っ
て
も
ら
い
た
い
﹂
と
エ
ー
ル

を
送
り
、
一
毅
さ
ん
は
﹁
中
学
校
、

高
校
と
多
く
の
人
に
迷
惑
を
か
け

て
き
ま
し
た
が
、
多
く
の
人
が
支

え
て
く
れ
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
は

プ
ロ
と
し
て
の
自
覚
を
も
ち
、
上

を
目
指
し
て
精
一
杯
の
努
力
を
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
こ
れ

か
ら
も
、
応
援
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
﹂
と
決
意
を
新
た
に
し
て

い
ま
し
た
。

関川村初の力士誕生！

小池一毅さん（下関）

錣山部屋へ入門
しころやま

▲錣山親方と会見に臨む一毅さん（写真左）



キラリと光る地域活性化事業
今年は４事業が採択！
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長年にわたり、青少年健全育成に貢献された

として、このたび船山勝雄さんに県青少年健全

育成県民会議（薄田泰元会長）から表彰状が贈

られました。

船山さんは、昭和59年に村スポーツ少年団

を立ち上げ、自らも野球や陸上競技の指導者と

して多くの優秀な人材を育成。また、村のライ

オンズクラブ会長や小学校・高校のPTA会長

を務めるなど、青少年の健全育成に多大な貢献

をされてきました。

船山さんは「スポーツ少年団の結成から青少

年の健全育成に携わらせていただき、これまで

の取り組みが認められたと思います。関係者の

皆さんに感謝したい。これからも将来村を担う

青少年のために努力していきたい」と話してい

ました。

船山勝雄さん（勝蔵）
県青少年健全育成県民会議から

功労者表彰

６
月
15
日
、
村
民
会
館
大
ホ
ー

ル
を
会
場
に
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ホ
ッ

プ
ス
テ
ッ
プ
げ
ん
き
︵
平
田
ゆ
か

り
代
表
・
下
関
︶
と
村
の
共
催
で

﹁
う
つ
予
防
講
座
﹂
が
開
催
さ
れ
、

村
内
外
か
ら
約
90
人
が
参
加
し
ま

し
た
。

講
師
は
、
昨
年
10
月
に
も
講
演

い
た
だ
い
た
精
神
科
ソ
ー
シ
ャ
ル

ワ
ー
カ
ー
の
松
浦
幸
子
さ
ん
。
松

浦
さ
ん
は
﹁
う
つ
状
態
﹂
は
誰
に

で
も
起
こ
り
う
る
も
の
で
、
日
常

生
活
の
中
で
心
の
健
康
を
保
つ
こ

と
を
身
に
つ
け
て
、
実
践
す
る
大

切
さ
を
呼
び
掛
け
ま
し
た
。

そ
の
方
法
と
し
て
、
自
分
自
身

で
心
の
不
調
を
示
す
﹁
注
意
サ
イ

ン
﹂
を
知
る
こ
と
や
、
物
事
を
肯

定
的
に
考
え
る
こ
と
で
人
間
関
係

が
楽
に
な
る
と
参
加
者
に
紹
介
。

ま
た
、
参
加
者
同
士
ペ
ア
を
組
み
、

簡
単
な
気
分
転
換
の
方
法
を
出
し

合
っ
た
り
、
気
持
ち
を
語
っ
た
り

す
る
体
験
を
通
し
て
、
こ
こ
ろ
の

健
康
に
つ
い
て
学
び
合
い
ま
し
た
。

参
加
者
か
ら
は
﹁
最
初
は
話
せ

な
か
っ
た
が
、
ペ
ア
の
人
に
気
持

ち
が
話
せ
て
よ
か
っ
た
﹂
と
い
う

感
想
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

“生ぎろでキャンペーン”

「うつ予防講座
〜人生は問題解決のくり返し〜」

を開催！

７月13日、村民会館大ホールを会場に「平成25

年度キラリと光る地域活性化事業公開プレゼンテー

ション・審査会」が開催されました。

同事業は今年で４年目。今回は、６団体から提案

があり、４事業が採択されました。

なお、８月１日から二次募集を受け付けます。

採択事業

①関川村“ぶくぶく・わくわく”
発酵＆発幸プロジェクト

【団 体】おくやま農園

【補助額】165万円

②「えちごせきかわ太鼓龍泉会」の太鼓及び
のぼり旗整備と活性化活動の充実

【団 体】えちごせきかわ太鼓 龍泉会

【補助額】110万円

③下関地区「米沢街道」及び「道の駅関川」
周辺における地域活性化及び下川口河川公園
の活性化プロジェクト
【団 体】米沢街道地域づくり検討会

【補助額】73万円

④ cross River picnic
【団 体】cross River picnic
【補助額】63万円

（※13ページを参照ください）

《問い合わせ先》
総務課企画財政班 TEL 64−1476

キラリと光る地域活性化事業
今年は４事業が採択！



大したもんじゃ米の収穫を目指して
「学校田米作り」始まる！

地域のご協力で
充実したPTA活動が進んでいます！

大したもんじゃ米の収穫を目指して
「学校田米作り」始まる！

地域のご協力で
充実したPTA活動が進んでいます！
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学校 お知らせからのからの

今月は関川小学校からの紹介

５月下旬の田植えから今年の「学校田米作り」

が始まりました。保護者や地域のボランティアの

皆さまから支援をいただき、５年生を中心に活動

を進めています。７月上旬には、田の草取りも行

いました。秋の収穫までには、まだいくつもの活

動が必要です。米作りの苦労や大変さを感じつつ

収穫への大きな期待を持って取り組んでもらいた

いです。

また、ボランティアの皆さんへの感謝の気持ち

も忘れず進めていきます。

関川小学校の開校以来、地域のPTA準会員の

皆さまより会費をいただき、子どもたちの健全育

成のために充実した活動が進められています。

６月には、和太鼓演奏鑑賞会を実施しました。

７月には、PTAと職員でグラウンドにタイヤ遊

具と砂場を設置しました。PTA準会員の皆さま

のご支援の賜と感謝します。今後もよろしくお願

いします。

大したもんじゃ米の収穫を目指して
「学校田米作り」始まる！

地域のご協力で
充実したPTA活動が進んでいます！

◆主 催 cross River picnic
（小山龍之介代表・大内渕）

◆日 時 8月16日（金）・17日（土）の2日間
19時30分から

◆会 場 鷹の巣キャンプ場
◆内 容 キャンプファイヤー
◆その他 参加費は無料！
当日参加してくれる子どもたちには、

先着30人にプレゼントがあります！
【問い合わせ先】
cross River picnic 小山代表
TEL 090－1035－4747

cross River picnic
～夏の夜の火編～を開催します

▲田の草取り作業

地域の方も招いた

和太鼓演奏鑑賞会

出来上がった砂場

で楽しそうに遊ぶ

子どもたち

夏の夜、日常から離れて森の中で大きな火を
囲みながら、夏の思い出を作りませんか？
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健康せきかわ21健康せきかわ21

家
族
み
ん
な
で
見
直
し
た
い

生
活
習
慣
の
ポ
イ
ン
ト

✿
食
事
制
限
よ
り
、
食
事
の
と
り

方
や
バ
ラ
ン
ス
を
見
直
そ
う
！

・
３
食
規
則
正
し
く
食
べ
る
。

・
野
菜
を
た
っ
ぷ
り
使
っ
た
料
理

や
、
薄
味
の
和
食
を
中
心
と
し

て
み
る
。

・
よ
く
噛
ん
で
ゆ
っ
く
り
食
べ
る

よ
う
声
掛
け
を
し
た
り
、
噛
み

応
え
の
あ
る
食
材
を
使
う
。

・
水
分
補
給
は
、
ジ
ュ
ー
ス
で
は

な
く
、
水
か
お
茶
に
す
る
。

・
お
や
つ
は
時
間
と
量
を
決
め
て

食
べ
る
。
乳
製
品
や
果
物
な
ど

ヘ
ル
シ
ー
で
栄
養
価
の
高
い
も

の
を
お
や
つ
と
し
て
与
え
る
。

✿
日
常
生
活
で
身
体
を
動
か
せ
る

工
夫
を
し
、
生
活
習
慣
を
整
え

よ
う
！

・
室
内
で
テ
レ
ビ
を
見
た
り
ゲ
ー

ム
を
す
る
よ
り
、
身
体
を
使
っ

た
遊
び
を
楽
し
む
。

・
親
子
遊
び
を
通
し
て
ス
キ
ン
シ

ッ
プ
を
と
る
。

・
身
辺
自
立
を
促
し
、
お
手
伝
い

や
役
割
を
与
え
る
。

・
早
寝
早
起
き
の
習
慣
を
つ
け
る
。

一生の健康を左右する子ども時代の生活習慣
暑
さ
で
食
欲
が
な
く
な
る
こ
の
季
節
、
ア
イ
ス
や
ジ
ュ
ー
ス
な
ど
の
冷
た
く
て
甘
い
も

の
や
、
そ
う
め
ん
な
ど
の
さ
っ
ぱ
り
し
た
食
事
に
偏
り
が
ち
に
な
っ
て
い
ま
せ
ん
か
？

特
に
、
子
ど
も
は
、
夏
休
み
で
生
活
リ
ズ
ム
が
乱
れ
が
ち
に
な
る
こ
と
も
加
わ
っ
て
、

夏
の
間
に
体
重
が
急
増
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
今
回
は
、
子
ど
も
時
代
か
ら
気
を
つ
け

た
い
生
活
習
慣
の
ポ
イ
ン
ト
を
紹
介
し
ま
す
。

＜子どもの肥満のこわいところ＞

子どもの肥満は成人の肥満に移行する率が高く、将来、脳卒中や心臓病などになる

危険性が高い「生活習慣病」になりやすいということが分かっています。幼児期に太

りやすい生活習慣を身につけてしまうと、大きくなってもその生活習慣を続けてしま

いやすく、肥満を解消するのにかなりの努力を要します。

また、肥満により身体が思うように動かせないことで運動が嫌いになったり、体型

にコンプレックスを抱いて消極的になったりして、さらに肥満を助長してしまう可能

性もあります。

＜村の傾向＞

★幼児の肥満出現率（肥満度＋15％以上）・・・5.3％（平成24年度）

➡ 県の平均（4.34％）より高い率となっています。

★朝ごはんを食べないことがある小学生の率・・・7.7％（平成25年度）

➡ 高い率ではないものの、朝食を

食べていないという子どもが少な

からずいるという現状が気になり

ます。朝食を食べないと、昼や夜

に食べる量が増え、太りやすくな

ってしまいます。

★１日におやつを３回以上食べる３歳児の割合・・・30％（平成24年度）

➡ おやつは、１〜２回／１日までが理想です。
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”胆
石
“
あ
れ
こ
れ

新
潟
県
立
坂
町
病
院

外
科
医
長

大

橋

拓

今
回
は
、
”胆

石
︵
胆
嚢
結
石
︶“

に
つ
い
て
の
お
話
し
で
す
。

胆
嚢
は
、
お
腹
の
右
上
側
に
あ

る
﹁
肝
臓
﹂
の
下
に
へ
ば
り
つ
い

た
約
５
㌢
の
洋
ナ
シ
形
の
袋
で
、

肝
臓
で
作
ら
れ
た
消
化
液
﹁
胆
汁
﹂

を
貯
め
て
い
ま
す
。
胆
汁
は
、
肝

臓
か
ら
出
る
際
に
直
径
６
㍉
く
ら

い
の
管
﹁
総
胆
管
﹂
１
本
に
ま
と

ま
り
﹁
十
二
指
腸
﹂
へ
と
流
れ
、

腸
で
脂
肪
な
ど
を
吸
収
す
る
の
を

助
け
て
い
ま
す
。
総
胆
管
か
ら
途

中
で
横
に
出
る
細
い
脇
道
が
あ
り
、

こ
れ
が
胆
嚢
へ
と
つ
な
が
っ
て
い

ま
す
。
胆
嚢
は
、
食
事
し
な
い
時

に
は
胆
汁
を
貯
め
て
膨
ら
ん
で
い

ま
す
が
、
食
事
し
た
際
に
は
縮
む

こ
と
で
貯
め
て
い
た
胆
汁
を
十
二

指
腸
に
流
し
、
効
率
よ
く
消
化
液

を
食
べ
物
に
混
ぜ
る
助
け
を
し
て

い
ま
す
。

こ
の
胆
嚢
に
石
が
で
き
る
の
が

”胆
石

“
で
す
。
石
は
、
胆
汁
の

成
分
で
あ
る
ビ
リ
ル
ビ
ン
︵
う
ん

ち
の
茶
色
の
も
と
︶
や
コ
レ
ス
テ

ロ
ー
ル
が
固
ま
っ
て
で
き
ま
す
。

コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
の
石
は
脂
肪

分
・
カ
ロ
リ
ー
の
高
い
食
事
な
ど

で
で
き
や
す
く
な
る
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。

胆
石
も
ち
の
方
の
多
く
は
無
症

状
で
あ
り
、
症
状
の
あ
る
方
は

1
0
0
人
に
数
人
と
も
言
わ
れ
て

い
ま
す
。
典
型
的
な
症
状
は
、
食

事
︵
特
に
油
っ
こ
い
も
の
︶
を
食

べ
た
時
に
、
石
が
胆
嚢
の
出
口
に

つ
ま
り
、
胆
嚢
が
無
理
し
て
縮
む

こ
と
で
起
こ
る
右
上
腹
部
痛

”胆

石
発
作

“
が
有
名
で
す
。
ほ
か
に
、

流
れ
が
悪
く
な
り
バ
イ
菌
が
た
ま

る

”胆
嚢
炎

“
や
、
総
胆
管
に
石

が
落
ち
て
つ
ま
る
”総

胆
管
結
石

“

が
起
き
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

治
療
は
、
症
状
の
あ
る
方
を
対

象
と
し
て
い
て
、
手
術
と
薬
の
二

つ
が
あ
り
ま
す
。
薬
の
治
療
は
、

”ウ
ル
ソ

“
と
い
う
胆
汁
を
た
く

さ
ん
出
す
薬
︵
熊
の
胆
、
く
ま
の

い
の
主
成
分
で
す
︶
で
胆
汁
の
流

れ
を
良
く
し
、
胆
石
を
溶
か
す
方

法
で
す
が
、
一
部
の
石
に
し
か
効

か
ず
、
薬
を
休
む
と
再
発
す
る
恐

れ
が
あ
り
、
現
在
は
あ
ま
り
行
わ

れ
ま
せ
ん
。
手
術
の
治
療
と
し
て
、

胆
嚢
全
体
を
と
っ
て
し
ま
う
胆
嚢

摘
出
術
が
行
わ
れ
ま
す
。
胆
嚢
は

脇
道
で
胆
汁
を
貯
め
る
だ
け
な
の

で
と
っ
て
し
ま
っ
て
も
消
化
吸
収

に
は
大
き
な
問
題
は
あ
り
ま
せ
ん
。

胆
嚢
摘
出
術
は
、
以
前
は
右
の
肋

骨
の
下
を
20
㌢
以
上
と
大
き
く
切

っ
て
い
ま
し
た
が
、
現
在
で
は
１

㌢
程
度
の
キ
ズ
が
３
〜
４
個
だ
け

で
済
む
腹
腔
鏡
︵
カ
メ
ラ
︶
手
術

が
全
国
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

当
院
で
は
、
胆
嚢
摘
出
術
を
、

以
前
こ
の
欄
の
﹁
モ
ー
チ
ョ
ー
の

手
術
の
進
歩
﹂
で
ご
紹
介
し
た
単

孔
式
腹
腔
鏡
手
術
で
行
っ
て
い
て
、

ヘ
ソ
１
か
所
の
穴
か
ら
手
術
し
て

い
ま
す
。
技
術
的
に
は
少
し
難
し

く
な
り
ま
す
が
、
手
術
後
は
ほ
と

ん
ど
傷
が
目
立
ち
ま
せ
ん
の
で
患

者
さ
ん
に
と
っ
て
は
良
い
方
法
で

は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。

＊
こ
の
コ
ー
ナ
ー
へ
の
お
問
い
合

わ
せ
は
、
県
立
坂
町
病
院
へ
。

☎
６
２
︱
３
１
１
１

健

康

講

座

健

康

講

座

 103

関
川
村
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
通
信


地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

役
場
庁
舎
内
１
階

☎
６
４
︱
１
４
７
３

た
場
合
は
早
め
に
相
談
し
て
く

だ
さ
い
。

認
知
症
対
策

︵
今
年
度
の
主
な
取
り
組
み
︶

◆
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

認
知
症
と
い
う
病
気
を
学
び
、

地
域
で
認
知
症
の
方
を
支
え
て

も
ら
う
サ
ポ
ー
タ
ー
を
養
成
し

ま
す
。

◆
認
知
症
連
携
ノ
ー
ト

認
知
症
の
方
の
症
状
や
医
療

の
状
況
を
関
係
者
︵
家
族
、
か

か
り
つ
け
医
、
専
門
医
療
機
関
、

介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
等
︶
が

共
有
し
、
適
切
な
介
護
を
す
る

た
め
の
ノ
ー
ト
で
す
。
今
年
度

村
上
市
と
一
緒
に
導
入
し
ま
す
。

◆
認
知
症
療
養
相
談
会

認
知
症
疾
患
医
療
セ
ン
タ
ー

︵
黒
川
病
院
︶
の
医
師
・
心
理

士
が
来
村
し
診
察
や
相
談
に
応

じ
ま
す
。

ま
た
、
家
族
の
集
い
や
認
知

症
講
演
会
、
介
護
職
員
の
研
修

な
ど
も
予
定
し
て
い
ま
す
。

高
齢
化
の
影
響
を
受
け
、
将

来
予
測
さ
れ
る
認
知
症
の
数
が

大
き
く
修
正
さ
れ
ま
し
た
。
平

成
37
年
に
は
全
国
で
4
7
0
万

人
、
高
齢
者
の
12
・
8
％
に
認

知
症
状
が
現
れ
る
と
推
計
さ
れ

て
い
ま
す
。
高
齢
化
率
が
高
い

関
川
村
で
も
例
外
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
平
成
25
年
３
月
時
点
で

高
齢
者
の
17
％
に
認
知
症
状
が

認
め
ら
れ
、
国
の
推
計
値
を
大

き
く
上
回
っ
て
い
ま
す
。

認
知
症
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
症

状
が
あ
り
ま
す
。
早
い
段
階
で

診
察
を
受
け
る
こ
と
で
、
症
状

の
進
行
を
遅
ら
せ
る
こ
と
が
で

き
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
認
知

症
の
進
行
を
遅
ら
せ
る
薬
は
種

類
や
形
態
︵
錠
剤
、
ゼ
リ
ー
薬
、

パ
ッ
チ
剤
等
︶
が
増
え
、
そ
の

人
に
合
っ
た
薬
を
選
べ
る
時
代

に
な
り
ま
し
た
。

も
の
忘
れ
が
ひ
ど
い
、
判
断

・
理
解
力
が
衰
え
た
、
時
間
・

場
所
が
わ
か
ら
な
い
、
人
柄
が

変
わ
っ
た
、
不
安
感
が
強
い
、

意
欲
が
な
い
等
の
症
状
が
あ
っ

﹃
認
知
症
に
つ
い
て
﹄



海水浴、盆踊り、花火・まだまだ夏の行事は続きますが、でも暦の上では立秋を迎えます。夜、

耳をすますと虫の声が・・・・。
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高田〜沢〜女川 方面 …

大島〜片貝〜大石 方面 ……

祝日と毎週水曜日がお休みです。平日は、13時〜17時30分まで、土・日は、9時〜17時まで開館しています。

「もっかい！」
エミリー・グラヴェット作

福本友美子訳 E グ

「あなたがいる場所」
沢木耕太郎 著 913サ

読み終わるとすぐ「もっかい」。

もう一度読んでまた「もっかい」

ついにとうとう、とんでもないこ

とに！

バスを降りた町で見つける、孤

独の深さと出会いの輝き。ノンフ

ィクション作家の初の短編集。

昨
年
に
引
き
続
き
、
２
回
目
の

開
催
と
な
っ
た
﹁
初
心
者
社
交
ダ

ン
ス
教
室
﹂。
全
７
回
の
教
室
で
、

会
場
の
村
民
会
館
大
ホ
ー
ル
に
は
、

ダ
ン
ス
に
親
し
も
う
と
村
内
か
ら

約
10
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

社
交
ダ
ン
ス
は
、
ワ
ル
ツ
や
タ

ン
ゴ
な
ど
の
﹁
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
モ

ダ
ン
﹂
、
ル
ン
バ
や
サ
ン
バ
な
ど

の
﹁
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
ン
﹂
の
２

部
門
に
分
か
れ
、
10
種
目
の
ダ
ン

ス
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
日
は
、
ゆ
っ
く
り
と
し
た

４
拍
子
の
音
楽
に
合
わ
せ
踊
る
ブ

ル
ー
ス
と
、
軽
快
で
明
る
い
踊
り

が
特
徴
の
ジ
ル
バ
を
練
習
。
参
加

者
は
講
師
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け

な
が
ら
ス
テ
ッ
プ
の
練
習
に
励
ん

で
い
ま
し
た
。

講
師
を
務
め
た
後
藤
裕
子
さ
ん

︵
村
上
市
︶
は
﹁
社
交
ダ
ン
ス
の

魅
力
は
音
楽
に
合
わ
せ
、
体
を
動

か
す
こ
と
。
男
女
ペ
ア
で
踊
る
も

の
な
の
で
最
初
は
恥
ず
か
し
い
か

も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
異
性
に
慣
れ

る
こ
と
が
必
要
。
姿
勢
が
良
く
な

る
の
で
い
つ
ま
で
も
若
く
い
る
こ

と
が
で
き
る
し
、
ス
ポ
ー
ツ
を
や

る
感
覚
で
楽
し
ん
で
も
ら
え
た
ら
﹂

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
参
加
者
の
須
貝
麗
子
さ

ん
︵
荒
川
台
︶
は
﹁
昨
年
の
教
室

に
も
参
加
し
ま
し
た
。
ダ
ン
ス
は

以
前
、
見
よ
う
見
ま
ね
で
踊
っ
た

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
普
段
の
自
分

と
離
れ
て
、
違
う
世
界
に
い
る
よ

う
な
感
じ
が
楽
し
い
。
踊
れ
る
よ

う
に
な
る
と
達
成
感
も
あ
り
ま
す
。

今
後
も
機
会
が
あ
れ
ば
ぜ
ひ
続
け

た
い
﹂
と
ダ
ン
ス
を
楽
し
ん
で
い

ま
し
た
。

3（土）18（日）31（土）

10（土）25（日）

〜初心者社交ダンス教室〜

音楽に合わせ
ダンスを楽しむ

音楽に合わせ
ダンスを楽しむ

図書室はお盆も通常通り開いています。
どうぞご利用ください。

８月は「おはなしの会」をお休みします。
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河

内

佳

奈
さ
ん

︵
関
川
中
学
校
３
年
・
沢
︶

このたび開催された県中学校総合体育大会に

砲丸投の選手として出場した河内佳奈さんに話

を聞きました。

−県大会に出場した感想は？

長岡での大会はまわりのレベルが高く、とて

も緊張しました。自己ベストが出せなかったの

で残念な気持ちもありますが、まわりの人たち

が応援やアドバイスをしてくれて、とても思い

出に残る大会となりました。結果よりも挑戦し

てみることが大切だと感じました。

−練習で苦労したことは？

重い砲丸を持って投げる時のフォームがなか

なか決まらなかったことです。バランスを崩し

たり、投げる時の角度が低かったりとバラバラ

でした。なので、毎日の練習の中で一定のフォ

ームで投げられるように心掛けました。

−今、夢中になっていることはありますか？

星の観察です。最近は曇りの日が多くて、な

かなか空に星が出ず困っています。晴れの日は

天体望遠鏡で空を見ると、いろいろな角度から

見ることができてとてもきれいです。これから

は夏の大三角や白鳥座など珍しい星をたくさん

見ることが楽しみです。

−これからの目標を聞かせてください。

中学校最後の年なので、体育祭や文化祭など

みんなで精一杯楽しみ、いい思い出を作ってい

きたいと思います。そして目標としている高校

に入れるように頑張りたいです。

123

 洗濯・脱水槽が完全に止まる前に洗濯物を取り出

そうとすると、衣類が指にからまり大ケガをします。

（指を切断することもあります）

ゆっくりした回転でも危険です

第
86
回

春
季
市
民

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会

■
期
日

５
月
３
日

■
会
場

グ
リ
ー
ン
パ
ー
ク
荒
川

■
成
績

｜
中
学
生
女
子
の
部
｜

▽
第
３
位

近

日
菜
子
︵
大
島
︶
・


橋

理
彩
︵
大
石
︶
組

※
と
も
に
３
年

■
期
日

７
月
７
日

■
会
場

東
北
電
力
ビ
ッ
グ
ス
ワ

ン
ス
タ
ジ
ア
ム

■
成
績

｜
小
学
６
年
女
子
1
0
0
m
｜

▽
第
４
位

平
田

那
奈︵

松
平
︶

記
録

14
秒
31

｜
小
学
生
女
子

４
×
1
0
0
m
リ
レ
ー
｜

▽
第
７
位

関
川
ス
ポ
ー
ツ
少
年

団
記
録

１
分
00
秒
44

︿
メ
ン
バ
ー
﹀

五
十
嵐
陽
菜

︵
５
年
・
鮖
谷
︶

小
田

桜
生

︵
６
年
・
下
川
口
︶

渡
邉

陽
美

︵
６
年
・
上
関
︶

船
山

珠
里

︵
６
年
・
勝
蔵
︶

洗濯機をご利用の皆さん

使用中の事故に注意！

洗濯・脱水槽が確実に停止してから
洗濯物を取り出してください

【問い合わせ先】

一般社団法人 日本電機工業会

家電部企画業務課 TEL 03−3556−5887

こんなときは故障のおそれがあり危険です

❶脱水途中にフタを開けても15秒以内に洗濯・
脱水槽が止まらないとき

❷フタロックが解除されても（脱水終了音が鳴
っても）洗濯・脱水槽が止まらないとき

⇒速やかにご購入の販売店もしくは、下記まで
ご相談ください。

日
清
食
品
カ
ッ
プ

第
29
回

全
国
小
学
生
陸
上
競
技

交
流
大
会
県
予
選
会
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お手軽米粉ハムカツ
 しそはビタミン・ミネラル類が多く、特にカロ

テンとビタミンB2、カルシウムの量は野菜の中

でもトップクラスです。しその風味を楽しみなが

ら、栄養成分たっぷりのしそを食べて、夏の暑さ

に負けない体を作りましょう。

113

関川村食生活改善推進員 の皆さん

・ロースハム ８枚 ・青じそ ８枚

・パン粉 適量 ・揚げ油 適量

・サニーレタス ４枚

【A】

・米粉 ８g ・水 10g

① ロースハムに青じそを添え、混ぜ合わせた【A】

をからめてパン粉をつける。サニーレタス（レ

タス）は水に浸した後、水気をよく切っておく。

② フライパンに揚げ油を２〜３㎝の深さに注いで、

170℃に熱する。①を並べ入れ、２分〜２分30

秒を目安にきつね色に揚げ、油を切る。

③ ①と②を器に盛り付けて出来上がり。

（４人分）

亡
き
夫
に
憶
い
を
寄
せ
る
こ
の
胸
を

須
貝

恵
美

問
う
て
見
た
り
き
忘
れ
な
草
に

︵
高
田
︶

友
釣
の
昼
餉
の
宿
は
合
歓
の
下

佐
藤

庄
七

い
つ
も
と
同
じ
川
瀬
を
聞
い
て

︵
愛
広
苑
︶

日
に
幾
度
声
か
け
く
る
る
向
か
い
家
の

渡
辺
千
恵
子

幼
に
今
朝
は
吾
よ
り
か
け
る

︵
上
関
︶

短

歌

俳

句

・

川

柳

俳

句
集
落
を

小
川
が
つ
な
ぐ

ホ
タ
ル
が
り

家
内
中

蚊
一
ぴ
き
に

大
さ
わ
ぎ

大
塚

沖
正
︵
下
川
口
︶

樹
も
草
も


か
に
梅
雨
を

む
か
え
お
り

梅
雨
荒
る
る

小
鳥
し
ず
か
に

森
の
な
か

夏
空
に

雲
の
ら
く
が
き

日
本
地
図

初
夏
や

夕
月
に
添
い

星
ひ
か
る

横
山

一
正
︵
東
京
都
︶

友
と
会
い
日
傘
傾
け
話
し
込
む

渡
辺
し
づ
い

ア
カ
シ
ア
の
海
辺
の
林
香
り
満
ち

渡
辺
し
づ
い

関

川

俳

句

の

会

作

品

ひ
る

げ

ね

む
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せ
き
か
わ
川
柳
会
作
品
﹁
余
裕
﹂﹁
タ
ク
ト
﹂

干
渉
を
せ
ず
に
余
裕
の
車
間
距
離

平
田

千
恵

マ
ラ
ソ
ン
の
余
裕
た
っ
ぷ
り
ハ
イ
タ
ッ
チ

平
田

千
恵

か
あ
さ
ん
の
タ
ク
ト
で
家
族
平
和
で
す

平
田

千
恵

余
裕
あ
る
つ
も
り
の
投
句
〆
切
日

南

セ
ツ

余
裕
か
ら
生
れ
る
自
信
あ
た
た
か
い

南

セ
ツ

運
命
の
タ
ク
ト
に
ま
か
す
我
が
余
生

南

セ
ツ

計
画
の
思
っ
た
半
分
日
が
暮
れ
る

本
間

イ
ミ

待
ち
合
せ
ゆ
と
り
を
持
っ
て
デ
ー
ト
す
る

本
間

イ
ミ

タ
ク
ト
振
る
ベ
ー
ト
ー
ベ
ン
に
感
動
を

本
間

イ
ミ

職
退
い
て
何
で
も
今
は
妻
の
指
揮

渡
辺
し
づ
い

手
仕
事
が
好
き
で
ぼ
け
な
ど
忘
れ
て
る

渡
辺
し
づ
い

齢
な
り
に
生
き
よ
と
脳
が
教
え
て
る

渡
辺
し
づ
い

先
ず
私
目
覚
め
た
り
け
り
ほ
と
と
ぎ
す

渡
辺
し
づ
い

用
水
に
水
音
高
し
出
穂
近
く

南

セ
ツ

梅
雨
空
に
今
朝
も
気
分
の
晴
れ
や
ら
ず

南

セ
ツ

雷
の
一
発
空
を
裂
く
様
な

南

セ
ツ

花
菖
蒲
風
の
気
儘
に
揺
れ
あ
へ
り

渋
谷

く
に

片
陰
に
移
り
て
話
始
め
か
ら

渋
谷

く
に

あ
じ
さ
い
の
色
冴
え
朝
の
雨
上
る

渋
谷

く
に

花
菖
蒲
庭
の
せ
せ
ら
ぎ
隠
し
け
り

伊
藤

久
恵

世
界
遺
産
気
高
き
姿
富
士
の
山

伊
藤

久
恵

白
鷺
の
つ
が
い
舞
い
降
り
青
田
風

伊
藤

久
恵

国際ボランティア学生協会

IVUSA 通信

■
最
近
の
活
動

●
勉
強
会
を
行
い
ま
し
た
！

私
た
ち
は
活
動
を
行
う
上
で
、

そ
の
背
景
に
あ
る
社
会
問
題
な

ど
、
様
々
な
こ
と
を
学
び
ま
す
。

そ
こ
で
、
Ｉ
Ｖ
Ｕ
Ｓ
Ａ
で
は
活

動
に
参
加
す
る
前
に
勉
強
会
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

去
る
７
月
13
日
︵
土
︶
に
関
東

で
は
東
洋
大
学
白
山
キ
ャ
ン
パ

ス
、
関
西
で
は
龍
谷
大
学
深
草

キ
ャ
ン
パ
ス
に
て
﹁
え
ち
ご
せ

き
か
わ
大
し
た
も
ん
蛇
ま
つ
り

活
性
化
活
動
﹂
の
第
一
回
勉
強

会
が
行
わ
れ
、
合
計
約
1
2
0

人
の
学
生
が
参
加
し
ま
し
た
。

今
回
の
勉
強
会
で
は
、
関
川

村
の
概
要
を
知
っ
た
後
、
今
年

10
周
年
を
迎
え
る
私
た
ち
Ｉ
Ｖ

Ｕ
Ｓ
Ａ
と
関
川
村
の
繋
が
り
な

ど
を
学
び
ま
し
た
。
さ
ら
に
関

川
村
の
財
政
や
人
口
、
観
光
な

ど
、
各
自
が
統
計
デ
ー
タ
な
ど

を
も
と
に
調
べ
て
き
た
こ
と
を

発
表
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

関
川
村
の
抱
え
る
現
状
や
課

題
に
、
地
域
の
活
性
化
を
目
的

に
行
く
私
た
ち
に
果
た
し
て
何

が
出
来
る
の
か
、
と
い
っ
た
問

い
に
、
参
加
者
は
グ
ル
ー
プ
ワ

ー
ク
な
ど
を
通
じ
、
熱
心
に
意

見
を
交
わ
し
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
関
川
村
へ
行
っ
た
こ

と
の
あ
る
学
生
が
関
川
村
の
魅

力
を
語
り
、
今
年
初
め
て
参
加

す
る
１
年
生
は
﹁
早
く
行
っ
て

み
た
い
﹂
と
気
持
ち
を
た
か
ぶ

ら
せ
て
い
ま
し
た
。

さ
て
、
今
年
は
10
年
目
に
し

て
は
じ
め
て
2
0
0
人
と
い
う

史
上
最
多
の
学
生
が
、
８
月
23

日
か
ら
26
日
の
日
程
で
、
関
川

村
に
伺
い
ま
す
。
大
し
た
も
ん

蛇
ま
つ
り
だ
け
で
な
く
、
関
川

村
全
域
で
活
動
し
ま
す
の
で
、

見
か
け
た
際
に
は
気
軽
に
声
を

か
け
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
８
月
25
日
︵
日
︶
に
は

10
年
目
の
感
謝
を
こ
め
て
、
Ｉ

Ｖ
Ｕ
Ｓ
Ａ
学
生
と
関
川
村
の
方

々
と
の
大
交
流
会
を
行
い
ま
す
。

場
所
は
村
民
会
館
の
ア
リ
ー

ナ
に
て
。
受
付
開
始
は
17
時
半

を
予
定
し
て
い
ま
す
。

楽
し
い
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
用
意

し
て
学
生
一
同
、
心
か
ら
お
待

ち
し
て
い
ま
す
の
で
、
み
な
さ

ま
ぜ
ひ
お
誘
い
合
わ
せ
の
上
お

越
し
く
だ
さ
い
！

勉
強
会
の
よ
う
す

▲昨年の大したもん蛇まつりに
参加した学生たち
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今月は、スポ少ミニバスケットボール部で
キャプテンを務めている加藤遼太郎くん（６
年・下関）を紹介します！

キラリ
輝く☆せきかわっ子たちキラリ
輝く☆せきかわっ子たち vol.21

小学３年生からミニバスを始めた遼太郎く

ん。ポジションはガード。「友達と一緒にプ

レー出来るのが楽しい」と話す遼太郎くんは、

みんなの先頭に立って声を出す頼もしいキャ

プテンです。

何事にも常に全力で、真剣に
取り組む姿勢を継続できる人間
になってください。

監督の加藤僚先生から
遼太郎くんへ

・積極的でいつも元気！クラス
のムードメーカー

・友達がたくさんいる
・学校では明るく楽しいけど、
バスケになると真剣！

チームメイトから見た
遼太郎くんは？

プロバスケットボール選手に
なっていたい！

10年後の自分は？

いろんな事に興味をもって好奇心旺盛な長女、環子。優しくて、

でもちょっと負けず嫌いなところもある次女の理葉。

二人のおかげで笑ったり怒ったり、にぎやかで楽しい毎日です。

これからも明るく素直に育ってほしいと思います。

下越選抜の選手に選ばれる

よう頑張りたい！

環 子ちゃん（６歳）

理 葉ちゃん（５歳）近 浩 之さん 美 和さん（大島）

わ こ

り よ

「第26回えちごせきかわ大したもん蛇

まつり」が23日から盛大に開催されます。

毎年数千人もの見物客が訪れる「大した

もん蛇まつり」。昨年は、大蛇パレード

を一目見ようと秋田県から日帰りで訪れ

た方もいました。見物客はパレードの迫

力に興奮し、炎天下の中、あの巨大な大

蛇を操る担ぎ手の姿に感動したはずで

す。今年も村の衆みんなの力を合わせ、

多くの人たちに感動と興奮を与えられる

まつりに出来たら最高ですね！ （あ）

平成25年６月末現在 （ ）は前月対比

世 帯 数 2,022世帯（±０）
総 人 口 6,407 人（ー11）

男 3,054 人（ー７）
女 3,353 人（ー４）

転入 ７ 人 転出 13 人

出生 ４ 人 死亡 ９ 人（ ）

●６月16日〜７月15日までの届出●

ごめい福をお祈りいたします

加藤 イツ さん 80歳 下 関

橋 辰也 さん 85歳 上土沢

山口 薫 さん 54歳 蛇 喰

八幡 リツ さん 91歳 下 関

須藤 次郎 さん 81歳 大 島

市井誠之助 さん 83歳 山 本

阿部 孝吉 さん 65歳 金 丸

りょう ま

こ の

お誕生おめでとうございます

稜 真ちゃん（男） 松 平

平田 好一・清美さん

瑚 乃ちゃん（女） 沢

渡邉 輝章・奈保さん


